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（麻生小学校　芋堀り集会）「たくさん捕れたよ!!」 「たくさん捕れたよ!!」 
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定 例 会

13日 ～26日

月月　平成18年第３回行方市議会定例会は、９月13日から26日までの14日

間の会期で開催されました。

　今回の定例会では、平成17年度の旧町・新市分の決算の認定や条例の

改正など全51議案が提出され、慎重なる審議の結果、いずれも原案のと

おり可決されました。

会　　計　　別

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

流域関連公共下水道事業特別会計

　収　益　的

資　本　的

収　益　的

資　本　的

合 　 　 　 　 　 計

歳　入

103億5,611万6,064円

31億6,683万8,053円

25億8,096万6,009円

14億6,770万6,686円

１億8,302万1,825円

４億6,343万2,080円

４億7,039万7,429円

５億4,769万7,806円

１億846万7,400円

１億1,774万3,415円

　　　　　　　　0円

194億6,238万6,767円

歳　出

99億3,684万419円

28億6,023万9,271円

25億3,249万2,240円

14億3,017万5,660円

１億6,654万659円

４億3,974万6,641円

４億5,772万1,078円

５億8,279万4,860円

２億8,315万2,385円

１億1,598万2,797円

　　　　　　　　0円

188億568万6,010円

差 引 残 額

４億1,927万5,645円

３億659万8,782円

4,847万3,769円

3,753万1,026円

1,648万1,166円

2,368万5,439円

1,267万6,351円

△3,509万7,054円

△１億7,468万4,985円

176万618円

　　　　　　　　0円

６億5,670万757円

行方市　一般・特別・企業会計別決算

水道事業会計

国民宿舎白帆荘
運営事業会計

No.5
行方市

税
金
は
ど
う
い
か
さ
れ
た
か
!?

行
方
市
の
ま
ち
づ
く
り

行
方
市
の
ま
ち
づ
く
り

　
行
方
市
は
平
成
17
年
９
月
２
日
に
麻
生
町
、
北
浦
町
、
玉
造
町
が
合
併
し
誕
生
し
ま

し
た
。

　
平
成
17
年
度
の
新
市
の
予
算
及
び
執
行
は
、
旧
町
の
年
間
予
算
額
か
ら
９
月
１
日
ま

で
の
収
入
済
額
及
び
支
出
済
額
を
差
し
引
い
た
額
、
い
わ
ゆ
る
歳
入
歳
出
差
引
残
額
を

継
承
し
て
い
ま
す
。

　
予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
を
基
本

に
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
旧
町
か

ら
の
引
き
継
ぎ
事
業
を
は
じ
め
と
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
、
教
育
・
文
化
、
産
業
、

生
活
環
境
、
社
会
基
盤
の
各
分
野
に
つ
い
て
種
々
の
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
制
施
行
に
伴
い
県
か
ら
委
譲
さ
れ
た
事
務
と
し
て
、
生
活
保
護
事
務
、
児

童
扶
養
手
当
事
務
や
特
別
障
害
者
手
当
事
務
な
ど
を
実
施
し
、
そ
し
て
、
合
併
特
例
交

付
金
や
合
併
推
進
債
を
活
用
し
た
各
種
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
は
、
最
終
予
算
額
が
１
０
５
億
７
１
０
万
６，
０
０
０

円
に
対
し
て
、
歳
入
決
算
額
は
、
１
０
３
億
５，
６
１
１
万
６，
０
０
０
円
で
、
収
入
割

合
は
98
・
56
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
、
99
億
３，
６
８
４
万
円
で
、

支
出
割
合
は
94
・
57
％
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
４
億
１，
９
２
７
万

６，
０
０
０
円
で
す
。
な
お
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
の
充
当
財
源
７
５
２
万
５，
０
０

０
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
４
億
１，
１
７
５
万
１，
０
０
０
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
６
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
83
億
３
，
２
３
６
万
２
，
０
０
０

円
、
歳
出
が
78
億
８，
６
９
１
万
６，
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

（平成17年９月２日～平成18年３月31日）

平成１７年度決算の概要

９９
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地方交付税
諸 収 入
市 税
市 債
県 支 出 金
国庫支出金
地方譲与税
繰 入 金
そ の 他

２９億３，９２２万７，０００円
１４億２，５７６万６，４５２円
１４億１，７４５万６，０６２円

１３億７９０万円
９億８，９４５万７，３０４円
８億１，０９８万１，５６４円
３億９，１７８万６，０００円
３億１０２万８，２５５円

７億７，２５１万３，４２７円

公 債 費
民 生 費
総 務 費
教 育 費
土 木 費
農林水産業費
衛 生 費
消 防 費
議 会 費
商 工 費
災害復旧費

２０億５，６３２万６，４３５円
１７億４，６８５万７７１円

１３億７，６９３万１，４１０円
１３億４，００５万７，４３６円
１０億９，４１７万５，０００円
７億８，９３８万３，９４１円
７億７，３１０万４，７５９円
４億５，８７１万８３９円

１億５，９２２万５，６９９円
１億２，６４８万９，３２９円
１，５５８万４，８００円

行方市
No.5

　合併に伴う特別交付税措置分が増額されたため、

地方交付税が前年比3.2％増となった。

　市税は、人口減少による減収が確実視されるた

め、短期的には大きな歳入増を期待することが困

難である。そのため、未収等を減らし、自主財源

の確保に努めなければならない。

◆
総
務
管
理

◆
税
務
・
財
務

◆
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

　
調
整
交
付
金
事
業

◆
扶
助
費
の
支
給

◆
高
齢
者
福
祉
対
策

◆
児
童
福
祉
対
策

◆
保
健
事
業

◆
環
境
対
策

◆
塵
芥
処
理

◆
農
道
整
備

◆
農
業
振
興

◆
土
地
改
良
促
進

◆
商
工
振
興

◆
観
光
振
興

◆
都
市
計
画

◆
道
路
整
備

◆
住
宅
管
理

◆
常
備
消
防

◆
非
常
備
消
防

◆
災
害
・
防
犯
対
策

◆
学
校
教
育

◆
生
涯
学
習

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興

◆
地
方
債
償
還
元
金

◆
地
方
債
償
還
利
子

歳入 103億5,611万6,064円

歳出 99億3,684万419円

歳入 103億5,611万6,064円

歳出 99億3,684万419円
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

総務費民生費衛生費農林水
産業費

商工費土木費消防費教育費公債費

公債費

20.7%

民生費

17.6%

総務費

13.8%

教育費

13.5%

土木費

11.0%

農林
水産業費
7.9%

衛生費

7.8%

議会費

1.6%
消防費
4.6%

商工費

1.3%

災害復旧費

0.2%

諸収入

13.8%市税

13.7%
12.6%

県支出金
市債9.5%

国庫支出金
7.8%

地方譲与税

3.8%
繰入金

2.9% 地方交付税

28.4%

その他

7.5%

歳　　 出

歳　 　入

行方市の将来を担う子どもたちのために
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問
　
保
育
料
の
未
済
額
に
つ
い
て

答
　
未
納
分
は
、
そ
の
都
度
請
求

は
し
て
い
ま
す
。

　
公
平
の
負
担
か
ら
も
滞
納
整
理
等
、

徴
収
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
市
税
の
不
納
欠
損
額
に
つ
い
て

答
　
換
価
す
る
も
の
も
な
い
状
況

に
至
り
、
な
お
か
つ
、
所
在
も
不

明
と
い
う
形
が
大
部
分
で
、
時
効

も
あ
っ
て
不
納
欠
損
額
と
し
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
や
換
価
処
分
で
き
る

財
産
を
有
し
て
い
る
も
の
は
、
県

租
税
債
権
管
理
機
構
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
徴
収
の
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
電
算
委
託
料
に
つ
い
て

答
　
合
併
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
統

一
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
関
係
の
ほ

と
ん
ど
を
茨
城
計
算
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
の
効
果
に
よ
り
、
平
成
17

年
度
当
初
に
契
約
し
た
額
か
ら
１
，

１
０
０
万
円
ほ
ど
が
減
額
に
な
り

ま
し
た
。

問
　
行
財
政
改
革
で
、
委
託
費
関

係
等
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や

る
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と

思
う
が
。

答
　
物
件
費
、
委
託
料
は
精
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

直
営
の
方
が
、
あ
る
い
は
委
託
の

方
が
結
果
的
に
得
な
の
か
を
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
負
担
金
、
補
助
金
や
委
託
料
の

再
確
認
を
し
、
な
る
べ
く
直
営
で

で
き
る
も
の
は
や
る
方
向
で
検
討
し
、

行
革
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
　
予
算
の
ど
こ
に
無
駄
が
あ
っ
て
、

ど
れ
だ
け
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
、
見
直
し
を
す
る
の
が
行
政

改
革
で
は
な
い
か
。

答
　
行
政
改
革
推
進
室
を
中
心
に
、

各
部
・
課
・
職
員
で
い
ろ
い
ろ
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財

源
の
中
で
す
が
、
改
革
の
方
向
で

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
旧
町
決
算
の
認
定
は
、
９
月
20
・
21
・
22

日
の
３
日
間
に
開
催
さ
れ
た
麻
生
地
区
・
北
浦
地
区
・
玉

造
地
区
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
麻
生
地
区
で
、
名
誉
市
民
の
選
考
・
市
民
葬
の
必
要
性

や
条
例
の
解
釈
の
継
続
検
討
が
付
帯
条
項
と
さ
れ
た
ほ
か
、

す
べ
て
の
委
員
会
で
認
定
は
可
決
す
べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
25
日
の
本
会
議
で
、
各
委
員
長
か
ら
審
議
の
経
過
及
び

結
果
が
報
告
さ
れ
、
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

最後の

決 算
最後の

決 算
一 般 会 計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

下水道事業特別会計

収　益　的

資　本　的

収　益　的

資　本　的

合 計

歳 入

歳 出

差 引
残 額

2億1,796万8,297円

9,305万8,002円

1億2,491万295円

歳　入

22億3,763万4,375円

7億7,647万5,102円

5億5,627万1,575円

3億2,878万6,333円

1億6,383万4,090円

9,488万6,713円

138万6,000円

9,303万627円

0円

42億5,230万4,815円

歳　出

19億1,774万4,712円

6億8,412万661円

5億5,295万1,001円

2億8,100万116円

1億5,882万8,960円

1億310万4,438円

1,303万2,218円

9,197万6,194円

0円

38億275万8,300円

差引残額

3億1,988万9,663円

9,235万4,441円

332万574円

4,778万6,217円

500万5,130円

△821万7,725円

△1,164万6,218円

105万4,433円

0円

4億4,954万6,515円

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

収　益　的

資　本　的

合 計

歳　入

19億1,742万9,071円

4億5,792万3,945円

3億9,512万3,504円

3億381万2,789円

7,196万7,857円

78万7,500円

31億4,704万4,666円

歳　出

15億2,973万9,456円

4億4,037万6,159円

3億7,687万8,750円

2億980万2,743円

8,812万6,758円

2,717万8,243円

26億7,210万2,109円

差引残額

3億8,768万9,615円

1,754万7,786円

1,824万4,754円

9,401万46円

△1,615万8,901円

△2,639万743円

4億7,494万2,557円

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

収　益　的

資　本　的

合 計

歳　入

21億7,534万2,654円

5億5,657万3,429円

5億365万9,971円

2億4,528万8,748円

3,323万9,457円

6,562万930円

1億576万6,060円

209万円

36億8,758万1,249円

歳　出

18億5,847万8,975円

5億714万6,384円

4億6,972万9,534円

2億1,342万1円

3,306万230円

6,525万2,825円

7,365万1,782円

3,628万5,516円

32億5,702万5,247円

差引残額

3億1,686万3,679円

4,942万7,045円

3,393万437円

3,186万8,747円

17万9,227円

36万8,105円

3,211万4,278円

△3,419万5,516円

4億3,055万6,002円

水道事業

会　　計

水道事業

会　　計

水道事業
会　　計

白帆荘運営

事 業 会 計

麻生町

北浦町

玉造町
麻 生 町 外 ２ 町
環 境 美 化 組 合
一 般 会 計

こんな質問があり
ました。
（掲載されているの
は質問の一部を要約
したものです）

質
　
疑

質
　
疑

質
　
疑

行方市
No.5



人
　
　
　
　
　
事

人
権
擁
護
委
員
に

　
　 

根
本
氏
再
任
推
薦

教
育
委
員
に

　
　
　 

岡
見
氏
再
任

ね
も
と
　
　
ふ
さ
こ

お
か
み
　
　
し
ろ
う

行方市5

　
国
民
健
康
保
険
法
等
が
改
正
さ

れ
た
た
め
、
次
の
よ
う
に
改
正
し

ま
し
た
。

・
70
歳
以
上
で
一
定
の
所
得
が
あ

る
方
　

　
２
割
負
担
↓
３
割
負
担

・
出
産
育
児
一
時
金

　
　
30
万
円
↓
35
万
円

　
健
康
保
険
法
等
が
改
正
さ
れ
た

た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
市
内
各
商
工
会
の
名
称
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
と
全
国
の
信
用
保
証

協
会
の
保
証
審
査
運
用
基
準
（
連

帯
保
証
人
徴
求
基
準
）
が
見
直
さ

れ
た
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

　
来
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
観
光

物
産
館
の
設
置
目
的
や
管
理
運

営
方
法
等
を
定
め
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

・
名
称
　
行
方
市
観
光
物
産
館

・
場
所
　
行
方
市
玉
造
甲
１
９

６
３
番
地
５

・
公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
管
理
運
営
を

行
い
ま
す
。

　
消
防
組
織
法
が
改
正
さ
れ
た

た
め
、
消
防
団
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
及
び
非
常
勤
消
防
団

員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
９

台
を
購
入
す
る
契
約
を
結
ぶ
た

め
、
次
の
こ
と
を
可
決
し
ま
し

た
。

・
契
約
方
法

　
　
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　
　
２，
５
５
０
万
４，
５
０
０
円

・
契
約
相
手

　
　
ト
キ
ワ
産
業
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
奥
村
敏
明

根
本
　
維
子
　 

（
四
鹿
17
番
地
）

　
平
成
18
年
12
月
31
日
で
任
期

満
了
に
な
る
た
め
、
引
き
続
き

再
任
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

岡
見
　
史
朗

（
谷
島
１
２
７
番
地
１
）

　
平
成
18
年
11
月
30
日
で
任
期

満
了
に
な
る
た
め
、
引
き
続
き

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
旧
町
決
算
認
定

に
対
す
る
審
査
の
た
め
、
麻
生

地
区
・
北
浦
地
区
・
玉
造
地
区

の
３
つ
の
決
算
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
各
地
区
そ
れ
ぞ

れ
旧
町
時
の
議
員
が
委
員
に
選

出
さ
れ
、
正
副
委
員
長
は
互
選

の
結
果
、
下
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

　
旧
町
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

企
業
会
計
、
美
化
組
合
一
般
会

計
の
全
20
件
が
付
託
さ
れ
、
慎

重
な
る
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

麻
生
地
区
決
算
特
別
委
員
会

（
委
員
16
名
）

　
委 

員 

長
　
酒
井
　
勝
男

　
副
委
員
長
　
平
野
　
晋
一

北
浦
地
区
決
算
特
別
委
員
会

（
委
員
17
名
）

　
委 
員 

長
　
原
　
　
延
征

　
副
委
員
長
　
齋
藤
　
一
男

玉
造
地
区
決
算
特
別
委
員
会

（
委
員
17
名
）

　
委 

員 

長
　
成
嶌
　
常
松

　
副
委
員
長
　
塙
　
　
　
仁

8,721万6,000円の増額　　総額172億7,104万8,000円

　主なものは次のとおりです。

◆霞ヶ浦北浦網いけす養殖業再編対策事業の4,605万円の増額

◆学校施設耐震診断優先度調査の1,938万8,000円の増額

２億5,719万1,000円の増額　総額48億5,249万1,000円　主なものは共同事業拠出金の増額です。

4,747万3,000円の増額　総額38億787万3,000円　  主なものは一般会計繰出金です。

2,786万1,000円の増額　総額24億1,666万1,000円　主なものは一般会計操出金です。

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

平成18年度　補　正　予　算

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

平
成
17
年
度
旧
町
決
算
を
審
査

条
　
　
　
　
　
例

契
　
　
　
　
　
約

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

条
例
の
一
部
改
正

観
光
物
産
館
条
例
の
制
定

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
の
購
入

消
防
団
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

行方市
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税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
　
税 

率 

改 

正

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

一
般
会
計
補
正
予
算

　
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
の
本

算
定
に
伴
い
、
そ
の
需
要
額
を
満
た
す
た
め
、

国
保
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

椎
木
　
敏
男（

籠
田
３
２
２
番
地
）　
　

河
野
　
達
男（

三
和
６
９
３
番
地
１
）　

石
田
　
勝
夫（

芹
沢
１
６
６
３
番
地
２
）

6

次の定例会は
　　12月予定です。

傍聴してみませんか？

過去の「行方市議会だより」

を行方市公式ホームページで

見ることができます。

http://www.city.namegata.

ibaraki.jp/

　
平
成
18
年
第
２
回
臨
時

会
が
、
７
月
27
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
を
改
正
す
る
条
例
案
１

件
の
ほ
か
、
専
決
の
承
認

案
２
件
・
報
告
１
件
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
す
べ
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
第
３
回
臨
時
会
が
、

８
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め

の
契
約
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
第
４

回
臨
時
会
が
、
８

月
31
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
の
改

選
に
伴
い
、
議
会

推
薦
の
農
業
委
員

の
選
出
が
行
わ
れ
、

３
名
を
推
薦
し
ま

し
た
。

専
　
決
　
処
　
分

条
　
　
　
　
　
例

所得割

資産割

均等割

平等割

7.1％
A

38％
B

24,000円
C

30,000円
D

530,000円

1.5％
a

5％
b

9,000円
c

3,000円
d

90,000円

（前年の総所得金額－
330,000円）×

平成18年度の固定資
産税×

被保険者数×

加入１世帯につき

賦課限度額（最高年税額）

平成18年度国保税率表

平成18年度の年税額は、医療分A+B+C+D  介護分a+b+c+d 
※介護分は40～64歳までの被保険者
※地方税法の改正に伴い、介護分の限度額が8万円から9万円になりました。

医療分 介護分

　
附
則
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
門
扉
が
突
風
で
倒
れ
怪
我
を
負
わ
せ
た

事
故
に
対
す
る
損
害
賠
償
額
19
万
７，
７
４

０
円
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
町
村

会
か
ら
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
19
万
８，
０
０
０
円
の
増
額
。
補
償
補
填

賠
償
金
に
な
り
ま
す
。

玉
造
統
合
幼
稚
園
（
仮
称
）

　
増
築
工
事
（
建
築
工
事
）

２
億
３，
５
５
１
万
５，
０
０
０
円
を
締
結

　
平
成
19
年
度
開
園
予
定

の
玉
造
統
合
幼
稚
園
（
仮

称
）
増
築
工
事
（
建
築
工

事
）
の
請
負
契
約
を
結
ぶ

た
め
、
次
の
こ
と
を
可
決

し
ま
し
た
。

・
契
約
方
法

　
　
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額

２
億
３，
５
５
１
万
５，

０
０
０
円

・
契
約
相
手

株
式
会
社
山
形
工
務

店
　
鹿
行
営
業
所

所
長
　
山
形
繁
正

し
い
き
　
　
と
し
お

か
わ
の
　
　
た
つ
お

い
し
だ
　
　
か
つ
お

No.5
行方市

第３回
　　臨時会
　　　 ８月10日

第４回
　　臨時会
　　　 ８月31日

第３回
　　臨時会
　　　 ８月10日

第４回
　　臨時会
　　　 ８月31日

第２回
　　臨時会
　　　 ７月27日

第２回
　　臨時会
　　　 ７月27日

完成予定図完成予定図



7

補
助
事
業
に
つ
い
て

問
　
運
動
会
補
助
金
１，
０
０
０
万
円
の
各

地
区
へ
の
配
当
、
算
定
基
準
、
補
助
金
団

体
に
対
す
る
今
後
の
考
え
方
は
ど
う
な
の
か
。

　
そ
し
て
、
今
後
厳
し
い
財
政
の
中
で
ど

の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
市
長
　
団
体
等
へ
の
交
付
基
準
は
、

旧
町
か
ら
継
続
し
て
同
額
程
度
あ
る
い
は

事
業
量
に
応
じ
た
額
を
つ
け
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
働
く
よ
う
、

同
様
同
種
の
団
体
の
合
併
を
促
進
し
、
来

年
度
以
降
は
全
体
的
に
補
助
金
を
圧
縮
す

る
予
定
で
す
。

　
補
助
金
は
公
の
利
益
で
す
の
で
、
継
続
か
、

廃
止
か
、
育
成
す
る
か
否
か
を
判
断
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
方
針
は
、
行
政
改
革
大
綱
で
、

団
体
の
運
営
は
一
定
の
交
付
金
を
設
け
る

こ
と
や
第
三
者
機
関
に
よ
る
補
助
金
評
価

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
補
助
金
の
見
直
し

を
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

答
　
教
育
次
長
　
本
年
度
は
３
地
区
で
開

催
す
る
た
め
、
麻
生
・
玉
造
地
区
は
平
成

17
年
度
の
、
北
浦
地
区
は
平
成
16
年
度
の

実
績
を
基
本
と
し
た
合
算
額
で
予
算
計
上

を
し
ま
し
た
。

　
３
地
区
で
実
施
・
運
営
方
法
や
予
算
等

に
差
異
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
市
と
し

て
統
一
す
る
方
向
で
、
補
助
金
の
金
額
を
、

現
在
内
部
や
関
係
者
で
協
議
し
な
が
ら
、

ほ
ぼ
平
均
に
な
る
形
に
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
区
運
動
会
で
は
な
く
市
民

運
動
会
と
し
て
一
堂
に
会
す
の
を
視
野
に
、

体
育
関
係
団
体
そ
し
て
協
力
団
体
と
協
議
・

検
討
を
重
ね
て
、
よ
り
よ
い
形
で
開
催
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
合
併
し
た
の
だ
か
ら
、
３
地
区
が
同

一
場
所
で
同
一
な
形
で
、
一
緒
に
で
き
る

運
動
会
に
し
て
ほ
し
い
。
今
後
行
政
と
し
て
、

諸
々
の
こ
と
を
３
地
区
が
融
和
を
図
れ
る

形
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
合

併
し
た
意
味
で
は
な
い
か
。

答
　
市
長
　
旧
町
で
や
っ
て
い
た
こ
と
を

そ
の
ま
ま
延
長
で
は
な
く
、
白
紙
に
返
し
て
、

市
と
し
て
一
体
の
も
の
を
考
え
る
よ
う
に

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
形
の
方
策

を
今
後
議
会
の
皆
さ
ん
に
も
お
願
い
し
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
札
問
題
に
つ
い
て

問
　
玉
造
統
合
幼
稚
園
の
契
約
は
法
的
に

問
題
が
な
い
の
か
。
入
札
指
名
し
た
業
社

が
過
半
数
以
上
辞
退
す
る
こ
と
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
指
名
の
あ
り
方
、
参
加
の
条
件
、
そ
し

て
建
設
業
法
上
の
主
観
的
・
客
観
的
条
件

に
対
す
る
市
の
考
え
方
と
法
的
な
根
拠
を

お
聞
き
し
た
い
。

答
　
市
長
　
入
札
の
業
者
は
、
入
札
参
加

者
名
簿
か
ら
選
定
さ
れ
ま
す
。
入
札
参
加

申
請
時
に
本
社
か
ら
の
委
任
状
が
添
付
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
受
任
者
で
あ
る
営
業

所
を
登
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
営
業

所
が
建
設
業
法
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
か
、

必
ず
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
営
業
所
と
し
て
届
け
が
な
く
建
設
業
法

違
反
の
疑
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

を
見
過
ご
し
て
名
簿
に
登
録
し
て
い
た
市

の
過
失
は
、
全
く
故
意
で
は
な
い
の
で
、

判
例
で
も
契
約
は
無
効
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
判
断
で
す
。

　
た
だ
し
、
今
後
入
札
資
格
審
査
事
務
で

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
適
正
に
行

う
よ
う
指
示
し
た
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
入
札
辞
退
者
が
多
く
出
る
こ
と
は
、
大

変
残
念
な
こ
と
で
す
。
辞
退
を
い
か
に
し

て
少
な
く
す
る
か
は
、
入
札
・
契
約
制
度

検
討
委
員
会
の
中
で
対
策
を
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
財
政
課
長
　
市
で
は
、
参
加
資
格
要

綱
点
数
審
査
は
、
主
観
点
で
は
な
く
、
客

観
点
数
の
み
で
格
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
統
合
幼
稚
園
を
建
て
よ
う
と
し
て
別

な
場
所
に
買
っ
た
土
地
は
行
政
財
産
な
の
か
、

普
通
財
産
な
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
買
っ

た
土
地
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
何
か

利
用
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
教
育
次
長
　
こ
の
土
地
は
、
防
衛
庁

の
補
助
に
よ
る
園
舎
を
建
設
す
る
計
画
で
、

行
政
財
産
と
し
て
購
入
し
、
造
成
し
ま
し

た
が
、
園
児
数
の
減
少
と
財
政
状
況
を
考

慮
し
て
建
設
規
模
並
び
に
事
業
費
の
見
直

し
に
よ
り
、
建
設
計
画
が
変
更
に
な
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
利
用
法
は
、
学
校
施
設
、
生
涯

学
習
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
市

全
体
で
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

酒井勝男議員

　
第
３
回
定
例
会
で
は
、
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に

わ
た
る
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
市
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し

た
。
そ
の
質
疑
と
答
弁
を
要
約
し
て
一
部
掲
載
し
ま
す
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

丁寧な窓口対応を心掛けています

行方市
No.5

ここが聞きたい！ここが聞きたい！

麻生地区運動会



平
成
18
年
度
新
市
町
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
の
主
な
内
容
と
行
方
市
の
活
性

化
に
つ
い
て

問
　
県
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

る
町
づ
く
り
が
決
定
さ
れ
た
が
、
現
在
ど

の
よ
う
な
方
向
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
総
務
部
長
　
本
事
業
は
、
合
併
し
た

市
町
を
支
援
す
る
た
め
に
平
成
17
年
度
か

ら
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　
本
年
５
月
に
知
事
へ
要
望
書
を
提
出
し
、

６
月
に
市
町
村
合
併
推
進
本
部
で
事
業
が

決
定
さ
れ
、
７
月
に
県
及
び
市
の
関
係
者

で
構
成
す
る
行
方
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

県
と
共
同
の
調
査
業
務
で
各
種
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
事
業
名
称
は
、
『
な
め
が
た
水
・
菜
交
流

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
す
。

本
市
は
全
国
有
数
の
農
業
の
ま
ち
な
の
で
、

農
業
や
水
辺
な
ど
の
自
然
資
源
を
生
か
し

た
交
流
の
町
づ
く
り
を
推
進
し
、
行
方
市

の
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
来
年
度
か
ら
、
交
流
拠
点
地
域
の
形
成

な
ど
具
体
的
な
事
業
に
着
手
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
体
験
型
農
業
が
各
地
で
設
け
ら
れ
て

い
る
が
、
人
と
の
交
流
と
流
通
の
改
革
を

目
指
し
て
、
実
践
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

答
　
経
済
部
長
　
体
験
型
農
業
は
、
行
方

は
四
季
を
通
じ
て
多
品
目
を
生
産
し
て
い

る
の
で
、
非
常
に
条
件
的
に
整
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
来
春
は
観
光
物
産
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
な
の
で
、
特
に
生
産
者
の
皆
さ
ん
等

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
ず
身

近
な
で
き
る
部
分
か
ら
取
り
組
み
を
始
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
持
つ
団
塊
の

世
代
を
取
り
込
ん
で
、
行
方
市
の
新
し
い

文
化
の
方
向
を
切
り
開
く
受
け
皿
の
考
え
は
。

答
　
総
務
部
長
　
本
市
は
、
他
地
域
と
比

較
し
て
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
展
し
、

地
域
の
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
総
合

計
画
で
も
、
市
民
の
行
政
へ
の
参
画
、
市

民
と
の
協
働
、
共
創
で
の
地
域
振
興
と
い

う
理
念
で
進
め
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
や
課
題
を
踏
ま
え
る
と
、

団
塊
世
代
を
本
市
の
貴
重
な
人
的
資
源
と

し
て
取
り
込
み
、
積
極
的
に
町
づ
く
り
へ

活
用
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
、
意

義
深
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
新
し
い
交
流
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
波
及
効

果
が
発
生
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
力
の

向
上
と
、
新
し
い
文
化
の
創
造
へ
展
開
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
の
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
水
辺

な
ど
の
自
然
資
源
を
魅
力
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し

な
が
ら
、
こ
の
世
代
を
初
め
と
す
る
新
た

な
人
材
を
取
り
込
み
、
新
市
の
町
づ
く
り

へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

窓
口
業
務
　
そ
の
後
改
善
さ
れ
た
か

問
　
６
月
の
定
例
会
の
一
般
質
問
の
中
で
、

窓
口
業
務
の
接
待
対
応
、
取
り
次
ぎ
の
悪

さ
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の
答
弁
の

中
で
、
物
理
的
考
慮
な
ど
を
し
な
が
ら
改

善
に
努
め
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の

後
改
善
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
業
務
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

答
　
総
務
部
長
　
総
合
窓
口
へ
の
集
約
化

の
組
織
改
編
と
と
も
に
、
庁
舎
ご
と
に
職

員
の
異
動
状
況
が
さ
ら
に
進
ん
で
、
市
民

の
皆
様
に
と
っ
て
地
元
の
顔
な
じ
み
の
職

員
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
異
動
し
た
職
員
も
地
元
の
住
民

の
皆
様
の
顔
が
わ
か
ら
ず
、
土
地
勘
が
定

ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、
新
し
い
仕
事
へ
の

知
識
不
足
の
点
、
問
い
合
わ
せ
、
回
答
も

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、

市
民
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
る
状
況
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
十
分
に
指
導
し
な
が
ら
対
応
し

て
き
ま
す
。

答
　
市
民
福
祉
部
長
　
６
月
に
、
物
理
的

な
見
直
し
が
で
き
れ
ば
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
現
実
的
に
は
、
今
の
庁
舎
の
広
さ
の
問
題

や
書
類
等
の
収
納
の
問
題
が
あ
り
、
直
接
カ

ウ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
て
職
員
が
席
を
設
け
、

応
対
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
来
年
度
に
向
け
て
機
構
を
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
も
、
市
民
福
祉
部
だ
け
で

済
む
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
組
織
全
体
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
進
的
な
市
で
は
、
既
に
そ
う

い
う
問
題
を
解
決
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
の
勉
強
も
必

要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
　
市
民
課
長
　
現
在
、
行
政
改
革
推
進

室
で
機
構
の
見
直
し
等
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
場
の
声
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
、

組
織
の
見
直
し
を
最
初
に
協
議
し
な
が
ら
、

職
員
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
望
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
機

構
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
、
各
課
と
の
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

方波見亘快議員

霞ヶ浦湖畔（島並）
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急
傾
斜
対
策
事
業
に
つ
い
て

問
　
浜
地
内
の
素
鵞
神
社
の
急
傾
斜
対
策
事

業
の
そ
の
後
の
経
過
と
今
後
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
　
建
設
部
長
　
県
の
事
業
と
し
て
、
平
成

16
年
度
に
工
事
着
工
し
、
現
在
は
崩
壊
の
恐

れ
の
大
き
い
急
傾
斜
地
上
部
の
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
に
17
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
、

本
年
は
さ
ら
に
地
上
部
の
７
メ
ー
ト
ル
の
工

事
が
発
注
さ
れ
、
間
も
な
く
現
場
も
動
き
出

す
と
思
い
ま
す
。

　
地
上
部
の
工
事
が
あ
と
１
年
程
度
か
か
り
、

そ
の
後
に
地
下
部
の
工
事
を
行
う
た
め
、
完

成
ま
で
に
は
２
、
３
年
を
要
す
る
見
込
み
と

い
う
こ
と
で
す
。

百
里
共
用
化
空
港
に
つ
い
て

問
　
日
常
生
活
に
お
け
る
住
民
の
不
安
を
考

え
る
と
、
住
民
の
総
意
に
こ
た
え
る
対
応
策

の
策
定
が
大
事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の

後
の
進
捗
状
況
、
対
応
は
。

答
　
市
長
　
平
成
17
年
４
月
に
本
事
業
の
起

工
に
至
り
、
事
業
費
は
約
２
５
０
億
円
、
利

用
者
は
年
間
約
81
万
人
、
就
航
航
路
は
北
海

道
、
大
阪
、
福
岡
、
沖
縄
の
４
路
線
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

　
飛
行
場
に
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
公
園

整
備
、
臨
空
型
の
産
業
団
地
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
空
港
の
愛
称
決
定
、
各
種
Ｐ
Ｒ
、

空
港
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
の
各
種
調
査

等
を
実
施
し
な
が
ら
平
成
21
年
度
開
港
を
目

指
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
貨
物
基
地
化
へ
の
要
望
は
。

答
　
市
長
　
要
望
書
は
、
本
年
８
月
に
共
用

化
推
進
協
議
会
か
ら
国
へ
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
開
港
に
向
け
た
予
算
の
大
幅
な

増
額
、
空
港
と
関
連
す
る
道
路
整
備
の
促
進

を
図
る
こ
と
で
す
。

問
　
周
辺
交
通
ア
ク
セ
ス
計
画
と
地
元
住
民

対
応
に
つ
い
て
。

答
　
市
長
　
水
戸
神
栖
線
や
国
道
３
５
５
号

バ
イ
パ
ス
、
大
和
田
桃
浦
停
車
場
線
な
ど
の

整
備
促
進
を
要
望
し
、
周
辺
交
通
ア
ク
セ
ス

の
利
便
性
、
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
開
発
に
伴
う
農
業
の
育
成
や
振
興
策
、

そ
の
他
の
産
業
育
成
計
画
は
。

答
　
市
長
　
本
年
度
か
ら
県
と
共
同
で
の
町

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
農
作
物
の
販
売
、

市
場
の
開
拓
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
前
向

き
に
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
市
場
の
拡
大
に
よ
る
生
産
量
の
増
大
や
地

域
の
望
む
商
品
の
開
発
な
ど
、
産
業
全
体
の

活
性
化
へ
の
つ
な
が
り
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

格
差
社
会
の
対
応
策
に
つ
い
て

問
　
社
会
的
弱
者
の
人
た
ち
に
対
し
て
今
ま

で
以
上
に
温
か
い
行
政
姿
勢
で
望
ま
れ
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。

答
　
市
民
福
祉
部
長
　
生
活
保
護
制
度
や
障

害
福
祉
計
画
の
策
定
、
高
齢
者
、
特
に
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
の
状
況
の
把
握
や
地
域
の
連

絡
調
整
を
図
る
な
ど
、
現
行
制
度
の
見
直
し

や
充
実
を
目
指
す
と
と
も
に
、
格
差
を
感
じ

な
い
事
業
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
務
員
モ
ラ
ル
に
つ
い
て

問
　
主
に
飲
酒
運
転
に
関
す
る
市
の
見
解
を
。

同
乗
者
も
含
め
た
強
い
姿
勢
で
出
す
べ
き
で

は
。

答
　
市
長
　
職
員
の
モ
ラ
ル
、
特
に
飲
酒
運

転
の
禁
止
に
つ
い
て
の
研
修
会
や
、
服
務
規

律
の
遵
守
の
徹
底
を
全
職
員
に
周
知
す
る
通

知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
公
務
員
の
事
故
が
絶
対
生
じ
な

い
厳
し
い
対
応
策
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
処
分
案
を
即
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

自
然
と
の
融
合
に
基
づ
く
市
の
あ
り
方
に
つ

い
て

問
　
自
然
と
の
共
生
の
基
本
理
念
は
。

答
　
市
長
　
将
来
像
の
方
向
と
し
て
、
水
辺

や
農
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
を
積
極
的
に
活

用
し
た
町
づ
く
り
や
、
市
民
と
共
に
よ
り
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
広
域
交
通
体
系
の

整
備
に
対
応
し
て
地
域
振
興
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

助
役
の
権
限
を
問
う

問
　
就
任
以
来
の
見
解
や
こ
れ
か
ら
の
行
政

を
尋
ね
る
。

答
　
助
役
　
本
市
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
市
街
地
の
活
性
化
、
公
共
交
通

手
段
の
改
善
策
を
と
ら
な
い
と
大
問
題
に
な

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
施
策
の
横
の
指
示
系
統
が
充
実
し
て

い
な
い
の
で
、
組
織
機
構
の
検
討
に
は
私
も

参
画
し
て
よ
り
よ
い
方
法
を
構
築
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
市
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
市
長
と
相
談
し

な
が
ら
施
策
の
提
言
や
市
長
の
指
示
の
具
体

化
の
た
め
の
執
行
部
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
っ

て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高木　正議員

9 行方市
No.5

崩壊危険区域になっています



財
政
力
全
般
　
実
質
公
債
費
比
率
に
関
連

し
た
件
に
つ
い
て

問
　
８
月
29
日
に
県
内
44
市
町
村
の
実
質

公
債
費
率
（
平
成
18
年
度
か
ら
指
数
と
し

て
採
用
さ
れ
た
も
の
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当
市
は
ワ
ー
ス
ト
５
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ス
ト
４
ま
で
は
色
づ
け
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
18
％
、
当
市
は

17
・
６
％
。
あ
と
わ
ず
か
０
・
４
％
の
余

地
を
残
す
の
み
で
す
。

　
合
併
特
例
債
（
約
１
７
０
億
前
後
）
と

こ
の
実
質
公
債
費
率
が
ど
の
よ
う
に
関
連

性
を
持
つ
の
か
。
国
・
県
も
合
併
特
例
債

を
出
す
と
言
っ
て
い
な
が
ら
、
借
金
す
る

と
き
に
は
実
質
公
債
費
率
が
18
％
以
上
に

な
る
と
、
県
さ
ら
に
国
が
関
与
し
て
き
て
、

許
可
し
な
け
れ
ば
借
金
は
で
き
な
く
な
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
収
入
に
対
し
て
元
利
償
還
金
と

い
う
も
の
は
何
％
ぐ
ら
い
が
健
全
だ
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
同
様
に
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
、
非
常
に
固
定
費
が
か
か

っ
て
き
て
い
る
。
固
定
費
は
一
種
の
人
件

費
を
含
ん
だ
義
務
的
経
費
だ
が
、
人
件
費

比
率
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
ど
の
程
度

の
財
政
内
容
か
。

答
　
市
長
　
行
方
市
の
財
政
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
面
で
、
現
在
策
定
中
の
行
財
政
改

革
を
断
行
し
、
徹
底
し
た
経
費
の
削
減
や

職
員
の
定
員
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、

ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
各
種
事
業
を
で
き
る
だ

け
統
一
し
、
合
併
効
果
を
最
大
に
発
揮
し
、

行
方
市
が
一
体
化
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
、
普
通
事
業
債
を
極
力
制
限
し
、

そ
れ
に
代
わ
り
合
併
特
例
債
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
指
数
の
改
善
を
図
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
も

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

答
　
財
政
課
長
　
人
件
費
の
経
常
収
支
比

率
は
、
平
成
17
年
度
の
決
算
で
見
る
と
、

35
・
３
％
で
す
。

　
公
債
費
負
担
比
率
（
一
般
財
源
の
総
額

の
う
ち
、
公
債
費
に
充
当
さ
れ
た
割
合
）
は
、

平
成
17
年
度
決
算
に
お
い
て
18
・
０
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
公
債
費
負
担
率
は
、
15
％
が
警
戒

ラ
イ
ン
、
20
％
を
超
え
る
と
危
険
ラ
イ
ン

を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
法
、
都
市
計
画
法
、

大
店
立
地
法
　
３
法
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て問
　
町
づ
く
り
３
法
の
１
つ
、
中
心
市
街

地
活
性
化
法
が
抜
本
改
正
さ
れ
て
、
基
本

理
念
や
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者

の
債
務
規
定
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
賑
わ
い
回
復
を
図

る
た
め
の
対
応
を
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

答
　
市
長
　
改
正
の
主
な
内
容
は
、
延
べ

床
面
積
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大

規
模
集
客
施
設
の
郊
外
立
地
規
制
や
、
公

共
広
域
施
設
立
地
に
関
わ
る
開
発
許
可
制

度
の
見
直
し
、
さ
ら
に
は
中
心
市
街
地
振

興
策
の
強
化
な
ど
で
す
が
、
３
法
改
正
は

単
な
る
商
店
街
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
す
、

地
域
全
体
の
将
来
に
関
わ
る
重
要
な
問
題

で
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
時
代
の
将
来

都
市
構
造
を
見
据
え
、
当
市
に
お
い
て
も

効
率
的
、
計
画
的
に
土
地
利
用
計
画
と
一

体
的
に
中
心
市
街
地
の
将
来
像
を
明
確
化
し
、

機
能
的
で
利
便
性
が
高
く
、
魅
力
的
な
中

心
市
街
地
整
備
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
な

問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
織
全
般
に
つ
い
て

機
構
改
革
、
行
方
市
行
政
改
革
推
進
室
の

成
果
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問
　
４
月
か
ら
機
構
改
革
を
行
っ
て
い
る
が
、

住
民
の
た
め
の
効
果
が
、
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
出
来
上
が
っ
た
か
。

答
　
総
務
部
長
　
本
年
４
月
１
日
に
機
構

改
革
と
し
て
窓
口
等
の
変
更
を
行
っ
た
わ

け
で
す
が
、
平
成
17
年
度
末
で
10
名
の
退

職
者
が
あ
り
、
合
併
前
と
同
じ
よ
う
な
体

制
で
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
て
い
な
い

状
況
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
毎
年
10
人
以
上
の
定
年
退
職

者
を
迎
え
る
中
で
、
行
財
政
改
革
の
一
環

と
し
て
、
き
ち
ん
と
機
構
の
見
直
し
を
し
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問
　
こ
の
行
政
改
革
組
織
全
般
に
つ
い
て
、

当
市
の
行
政
改
革
推
進
室
の
内
容
に
つ
い

て
ど
う
い
う
結
論
的
な
も
の
に
達
し
た
か
。

答
　
行
政
改
革
推
進
室
長
　
た
だ
い
ま
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
中
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
定
員
管
理
の
計
画
で
す
が
、

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
４
８
５
名
の
職

員
を
、
10
年
後
の
平
成
27
年
４
月
１
日
に

は
１
１
５
名
の
職
員
を
削
減
し
て
、
３
７

０
名
に
し
よ
う
と
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
こ
の
大
綱
の
中
で
一
番
最
重
要
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
綱
の
中
に
は
、
重
要
推
進
項
目

と
し
て
、
�
事
務
事
業
の
再
編
並
び
に
整

理
、
�
組
織
機
構
の
適
正
化
と
職
員
の
能

力
の
向
上
、
�
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適

正
化
の
推
進
、
�
市
民
の
参
画
に
よ
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
�
財
政
の
健
全
化
、

�
情
報
化
の
推
進
、
以
上
６
項
目
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

橋詰芳明議員
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補
助
金
に
つ
い
て

問
　
補
助
金
の
定
義
、
次
に
旧
町
の
平
成

16
年
度
の
件
数
と
総
金
額
、
合
併
後
の
件

数
と
総
金
額
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。

答
　
市
長
　
補
助
金
は
、
特
定
の
事
業
、

研
究
等
の
育
成
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体

が
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に

対
価
な
く
支
出
す
る
も
の
で
、
本
市
で
は

補
助
金
等
交
付
規
則
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

答
　
財
政
課
長
　
件
数
は
、
麻
生
85
件
、

３
億
９
６
０
万
円
、
北
浦
１
１
５
件
、
２

億
２，
２
０
０
万
円
、
玉
造
１
５
６
件
、
３

億
３
２
０
万
円
で
す
。
ま
た
、
合
併
後
は

１
８
２
件
、
７
億
７，
２
４
０
万
円
で
す
。

答
　
総
務
部
長
　
今
後
は
で
き
る
だ
け
縮

減
を
図
る
と
と
も
に
効
果
、
達
成
度
等
を

再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問
　
問
題
は
公
益
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
こ
の
意
識
が
希
薄
な
上
、
住
民
と

の
共
通
認
識
が
な
い
ま
ま
で
は
ま
ず
い
、

認
識
の
問
題
対
策
は
。
ま
た
申
請
に
対
す

る
審
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
財
政
課
長
　
認
識
が
一
致
で
き
る
よ

う
何
ら
か
の
形
で
Ｐ
Ｒ
等
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

答
　
総
務
部
長
　
申
請
に
対
す
る
最
終
判

断
は
市
長
で
す
。

問
　
第
三
者
を
入
れ
た
審
議
会
を
つ
く
り
、

誰
が
見
て
も
公
平
な
制
度
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
。

答
　
市
長
　
適
正
な
執
行
の
た
め
、
そ
の

よ
う
な
形
の
審
議
組
織
を
考
え
て
い
ま
す
。

要
望
　
補
助
金
の
打
ち
切
り
に
は
、
連
絡

の
徹
底
を
。
ま
た
、
見
直
し
の
意
味
で
一

覧
表
の
作
成
を
行
う
よ
う
に
。

鹿
島
鉄
道
に
つ
い
て

問
　
多
く
の
人
た
ち
が
存
続
を
訴
え
て
い

る
中
で
、
市
、
協
議
会
の
考
え
方
は
。
ま
た
、

利
用
者
数
は
。
仮
に
廃
線
の
場
合
、
そ
の

後
の
交
通
手
段
、
対
策
は
。

答
　
市
長
　
個
人
と
し
て
は
存
続
と
思
っ

て
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
の
中
で
の
負
担

金
な
の
で
、
い
い
答
が
出
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　
仮
に
廃
線
の
場
合
、
代
替
バ
ス
を
考
え

て
い
る
が
、
許
認
可
等
半
年
く
ら
い
の
時

間
的
余
裕
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

答
　
総
務
部
長
　
利
用
者
数
は
、
一
日
平

均
２
，
１
２
４
人
、
年
間
で
77
万
５
，
０
０

０
人
で
す
。

要
望
　
高
校
進
学
等
に
も
関
わ
り
、
最
終

的
判
断
段
階
に
来
て
い
る
と
思
う
。
財
政

と
の
バ
ラ

ン
ス
も
理

解
す
る
が
、

早
く
結
論

を
出
し
、

対
策
を
は

っ
き
り
打

ち
出
す
こ

と
が
、
住

民
に
対
し
、

親
切
と
考

え
る
。
早

期
決
着
を
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問
　
市
長
は
行
財
政
改
革
の
重
要
性
を
訴

え
て
い
る
が
、
モ
デ
ル
と
す
る
所
は
。
ま
た
、

実
施
に
あ
た
り
何
が
一
番
大
事
と
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
市
長
　
特
に
モ
デ
ル
は
意
識
し
て
い

な
い
が
、
類
似
し
た
市
を
参
考
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
常
経
費
等

の
削
減
が
市
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
不
可

欠
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

問
　
行
財
政
改
革
に
は
、
意
識
改
革
が
先

に
必
要
だ
と
思
う
。
要
は
、
バ
ラ
ン
ス
感

覚
を
持
っ
た
コ
ス
ト
意
識
の
問
題
と
考
え

る
が
。

答
　
市
長
　
民
間
意
識
と
い
う
こ
と
を
言

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
。
も
っ
と
検
討
す
る

よ
う
に
話
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
一
般
の
企
業
等
に
職
員
を
派
遣
し
、

競
争
の
厳
し
さ
や
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
等

を
研
修
さ
せ
て
は
。
意
識
の
改
革
が
な
け

れ
ば
、
行
財
政
改
革
は
な
い
と
思
う
が
。

答
　
市
長
　
民
間
等
へ
の
派
遣
は
、
大
事

な
意
見
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

未
婚
者
対
策
に
つ
い
て

問
　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
に
も
触
れ
、

行
政
の
関
わ
り
は
難
し
い
と
思
う
が
、
10

年
20
年
後
を
考
え
る
と
大
変
な
問
題
で
あ
る
。

市
と
し
て
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

県
の
相
談
セ
ン
タ
ー
と
市
の
つ
な
が
り
は
。

答
　
市
長
　
深
刻
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
間
接
的
に
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

相
談
事
業
の
充
実
、
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
結
果
を
出
す
こ
と
が
難
し
い
と
は
思

う
が
、
あ
る
程
度
予
算
措
置
を
取
り
、
他

の
模
範
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
市
長
　
市
と
し
て
で
き
る
結
婚
相
談

事
業
の
促
進
と
い
う
こ
と
で
、
で
き
る
だ

け
関
係
機
関
と
も
相
談
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行方市
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高
齢
者
福
祉
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か

問
　
行
方
市
は
25
・
３
％
と
４
人
に
１
人

が
高
齢
者
と
い
う
中
で
、
今
後
さ
ら
に
上

が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
高
齢
者
の
福
祉
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
　
市
民
福
祉
部
長
　
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
と
と
も
に
サ

ー
ビ
ス
の
多
様
化
、
高
度
化
も
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
高
齢
者
が
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
行
政
施

策
を
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
場
に
つ
い
て

問
　
元
繁
昌
小
学
校
跡
地
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
練
習
場
が
未
だ
に
使
用
で
き
な
い

の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
　
総
務
部
長
　
契
約
が
一
年
だ
っ
た
た

め
に
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
老
人
会
の

意
向
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
高
須
崎
公
園

を
利
用
で
き
る
の
で
、
利
用
す
る
意
向
も

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

問
　
市
側
と
し
て
は
、
老
人
会
の
意
向
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
状
況
に
な
っ
た
中
身

を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
市
長
　
北
浦
地
区
の
老
人
会
が
繁
昌

小
学
校
跡

地
を
利
用

し
た
い
と

い
う
こ
と

で
あ
っ
て
、

管
理
を
し

な
が
ら
そ

こ
を
利
用

し
て
い
た

だ
け
る
の

で
あ
れ
ば
、

い
い
と
思

い
ま
す
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問
　
行
方
市
も
例
外
で
は
な
い
と
思
う
し
、

少
子
化
は
ま
だ
進
行
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
対
策
は
。

答
　
市
民
福
祉
部
長
　
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
、
乳
幼

児
を
対
象
と
し
た
子
育
て
全
般
に
関
す
る

育
児
相
談
、
子
ど
も
の
月
齢
に
合
っ
た
離

乳
食
教
室
、
成
長
と
と
も
に
変
化
す
る
発

育
面
や
社
会
性
、
親
子
関
係
な
ど
専
門
家

に
よ
る
子
育
て
の
た
め
の
子
育
て
健
康
講
座
、

新
生
児
宅
へ
訪
問
し
て
の
育
児
等
の
相
談
、

乳
幼
児
の
予
防
接
種
、
乳
幼
児
健
診
等
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
出
産
報
償
金
の
支
給
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
子
育
て
支
援
事
業
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　
市
民
福
祉
部
長
　
現
在
、
保
育
事
業
、

児
童
手
当
支
給
事
業
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
学
童
保
育
事
業
、
子
育
て
広

場
事
業
、
そ
れ
と
各
種
講
座
・
教
室
の
開

催
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
安
心
し
て
生
み
、
健
や
か
に

育
て
ら
れ

る
環
境
を

整
備
し
て

い
く
と
と

も
に
、
中

央
の
動
向

を
把
握
し

な
が
ら
財

政
状
況
も

考
慮
の
上
、

積
極
的
に

取
り
組
ん

で
い
き
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。

後
継
者
の
結
婚
問
題
に
つ
い
て

問
　
少
子
化
の
一
環
を
担
っ
て
い
る
後
継

者
の
結
婚
問
題
を
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
　
総
務
部
長
　
本
市
と
し
て
も
、
結
婚

相
談
事
業
の
促
進
を
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
、
関
連
す
る
部
局
や
団

体
な
ど
と
の
協
議
に
よ
り
、
市
と
し
て
の

取
り
組
み
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

１
０
０
人
未
満
の
小
学
校
の
対
応
は

問
　
少
子
化
が
進
む
中
、
市
内
18
校
あ
る

小
学
校
の
中
で
、
１
０
０
人
未
満
の
学
校

が
10
校
か
と
思
う
が
、
現
状
を
ど
の
よ
う

に
判
断
し
て
対
応
す
る
の
か
。
統
廃
合
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
教
育
長
　
学
校
等
適
正
配
置
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
委
員
会
で
大
規
模
、

あ
る
い
は
小
規
模
校
の
利
点
や
課
題
、
学

校
の
持
つ
地
域
的
な
役
割
あ
る
い
は
学
校

へ
の
愛
着
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
意
向
も

十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
多
角
的
に
統
合

的
に
検
討
し
て
、
統
廃
合
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
小
規
模
校
の
解
消
に
向
け
た
学

校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
方
針
を
立
て
て

い
く
予
定
で
す
。

道
徳
教
育
に
つ
い
て

問
　
行
方
市
の
小
中
学
校
の
道
徳
教
育
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

答
　
教
育
長
　
行
方
市
の
教
育
目
標
は
、

道
徳
に
関
す
る
こ
と
は
、
郷
土
を
愛
し
、

と
も
に
助
け
あ
っ
て
生
き
る
思
い
や
り
の

心
と
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
、
広
い
視
野

で
明
る
い
未
来
を
築
こ
う
と
す
る
心
を
育

て
る
と
い
う
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

要
望
　
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

生
じ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
臭
い
も
の

に
は
蓋
」
で
は
な
く
て
、
根
本
か
ら
解
決

す
る
よ
う
な
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

No.5
行方市

繁昌小学校跡地
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小林　久議員

鹿
島
鉄
道
の
存
続
に
つ
い
て

問
　
カ
シ
テ
ツ
の
存
続
か
廃
線
か
の
協
議

会
の
状
況
は
。

答
　
企
画
課
長
　
平
成
19
年
度
か
ら
の
存

続
を
決
定
す
る
大
事
な
時
期
で
あ
る
の
で
、

頻
繁
に
開
催
し
、
方
針
を
決
定
し
て
い
く

は
ず
で
す
。

　
今
落
ち
込
ん
で
い
る
乗
客
を
ど
う
し
て

横
ば
い
、
あ
る
い
は
上
昇
に
転
じ
る
か
が

一
番
問
題
で
あ
っ
て
、
毎
年
４
万
人
ぐ
ら

い
減
っ
て
い
る
の
を
ど
う
と
ど
め
る
か
と

い
う
こ
と
、
ま
た
当
初
の
支
援
、
近
代
化

設
備
投
資
に
車
両
も
含
め
、
会
社
側
で
申

し
て
い
る

の
は
、
合

計
す
る
と

11
億
円
足

り
な
い
と

の
こ
と
で
、

対
策
が
振

り
出
し
に

戻
る
状
況

も
あ
り
ま

す
。

　
次
の
会

議
で
は
、

支
援
策
を
ど
う
し
て
い
く
か
を
協
議
会
に

提
示
す
る
の
だ
が
、
な
か
な
か
打
ち
出
せ

な
い
と
い
う
要
因
の
も
と
に
開
催
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

市
職
員
の
業
務
に
つ
い
て

問
　
窓
口
業
務
は
、
問
題
な
く
進
め
ら
れ

て
い
る
か
。

答
　
総
務
部
長
　
合
併
前
と
同
じ
よ
う
な

体
制
で
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
な
く
な

っ
て
い
る
中
で
、
各
窓
口
で
市
民
の
皆
様

が
来
て
、
分
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
電
話
連
絡
等
を
し
な
が
ら
応
対
し

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
不
便
な
こ
と
に
関
し
て
は
、
組
織
機
構

の
見
直
し
等
を
し
な
が
ら
改
善
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
　
総
務
課
長
　
職
員
の
職
務
、
規
律
関

係
に
つ
い
て
は
総
務
部
の
管
轄
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
部
長
と
も
ど
も
一
層
注
意
を

払
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
補
佐
役
と
し
て
の
考
え

問
　
着
任
し
て
９
カ
月
、
地
域
の
状
況
等

を
勉
強
し
て
把
握
で
き
た
と
思
う
が
、
今

後
補
佐
役
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、

対
応
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

答
　
助
役
　
当
市
の
発
展
可
能
性
は
４
つ

上
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
霞
ヶ
浦
と
北
浦
を
有
す
る

特
長
的
な
自
然
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
う

ま
く
利
活
用
し
て
、
環
境
と
調
和
さ
せ
た

中
で
開
発
を
進
め
て
い
く
と
い
う
可
能
性

で
す
。

　
２
つ
目
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
農
水
産
業
の
さ
ら

な
る
活
性
化
で
す
。

　
３
つ
目
は
、
開
発
用
地
の
利
活
用
、
当

市
は
東
京
か
ら
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に

入
っ
て
い
る
と
い
う
条
件
を
生
か
し
た
開

発
が
可
能
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
４
つ
目
は
、
百
里
飛
行
場
の
民
間
共
用

化
や
北
浦
複
合
団
地
の
整
備
、
東
関
東
自

動
車
道
水
戸
線
の
整
備
等
、
基
盤
整
備
に

よ
る
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
一
方
、
課
題
と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化

を
伴
っ
た
人
口
の
減
少
が
一
番
に
な
っ
て

く
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
当
市
は
、
大

変
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
対
策
を
、
ど

う
や
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
の
１
つ

で
す
。

　
窓
口
の
行
政
、
窓
口
業
務
は
市
民
本
位
で
、

適
切
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
も
、
市
長
に
相
談
し
た
上
で
、
職
員
に

対
し
て
、
「
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
な
め

が
た
」
と
称
し
て
、
３
つ
の
向
上
策
を
提

案
し
て
い

ま
す
。

「
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
」

「
ア
ン
テ

ナ
ア
ッ
プ
」

「
テ
ン
シ

ョ
ン
ア
ッ

プ
」
と
い

う
３
つ
を

今
後
徹
底

し
て
、
実

践
し
て
い

く
こ
と
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
基
幹
産
業
の
農
業
は
、
多
品
目
の
農
産

物
を
生
産
し
て
い
る
地
域
で
、
従
事
さ
れ

て
い
る
方
々
は
、
市
場
感
覚
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
取
り
組
み
を
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
点
を
継
続
し
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
と
い

う
産
業
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
市
の
大

き
な
地
域
資
源
の
１
つ
だ
と
考
え
て
、
ほ

か
の
分
野
を
検
討
し
て
み
る
価
値
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平
成

19
年
度
オ
ー
プ
ン
の
物
産
館
が
契
機
と
し

て
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
・
福
祉
は
、
学
校
教
育
と
は
別
に
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
で
、
放
課
後
の
子
ど

も
た
ち
の
環
境
に
も
、
元
気
な
高
齢
者
の
方
々

の
力
を
借
り
る
な
ど
し
て
取
り
組
む
、
教

育
と
福
祉
施
策
の
連
携
を
実
施
す
る
必
要

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
道
路
行
政
は
、
地
区
懇
談
会
等
で
も
１

番
要
望
が
高
か
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
。
き
ち
ん
と
し
た
計
画
を
立
て
た
中
で
、

順
次
進
め
、
ま
ず
何
を
優
先
す
べ
き
か
を

内
部
で
検
討
、
協
議
を
進
め
た
上
で
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
合
併
特
例
債
を
有
効
に

活
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
必
要
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
部
横
断
的
な
連

携
に
よ
る
施
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、

財
政
状
況
も
含
め
、
当
市
の
場
合
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
施
策
と
し

て
何
を
優
先
す
べ
き
か
考
え
、
市
長
の
判

断
を
い
た
だ
き
な
が
ら
計
画
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
１
番
大
事
と
考
え
て

い
ま
す
。

行方市
No.5
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三
浦
市
は
、
人
口

４
万
９，
６
８
２
人
、

世
帯
数
１
万
７
，

６

３
７
世
帯
、
財
政
力

指
数
０
・
７
の
市
で
す
。

三
浦
市
の
議
会
運
営

に
つ
い
て
、
視
察
研

修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

●
会
派
と
委
員
会

　
議
員
定
数
は
18
人
で
、

６
つ
の
会
派
が
あ
り

ま
す
。

　
委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
が
総
務
経
済

委
員
会
９
人
、
都
市
厚
生
委
員
会
９
人
の

２
つ
で
、
そ
の
他
特
別
委
員
会
３
つ
が
あ

り
ま
す
。
予
算
及
び
決
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ

８
人
の
委
員
に
よ
る
予
算
（
又
は
決
算
）

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に
付

託
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
運
営
委
員
会
は
８
人
で
構
成
さ
れ
、

各
会
派
（
無
所
属
を
除
く
）
の
議
員
数
に

よ
り
按
分
し
て
選
出
し
て
い
ま
す
。

●
議
会
運
営
検
討
委
員
会

　
特
色
あ
る
議
会
運
営
と
し
て
、
『
議
会
運

営
検
討
委
員
会
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
会
派
や
こ
れ

ま
で
に
提
起
さ
れ
た
事
項
や
議
会
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ
れ
た
８
人
で
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
検
討
事
項
は
、
各
種
審
議
会

等
の
報
酬
辞
退
に
つ
い
て
、
会
議
出
席
時

の
食
事
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
、
会
派
に

対
す
る
調
査
研
究
費
に
つ
い
て
、
期
末
手

当
の
役
職
加
算
に
つ
い
て
、
政
務
調
査
費

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
等
で
す
。

　
一
般
質
問
は
、
定
例
会
招
集
３
日
前
に

開
催
さ
れ
る
議
会
運
営
委
員
会
開
会
ま
で

が
通
告
書
の
提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
の
時
間
制
限
は
な
く
、
回
数
制
限
は

３
回
ま
で
で
す
。

　
三
浦
市
議
会
は
、
議
会
運
営
に
関
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
よ
り
よ
い
議

会
構
築
を
考
え
て
い
て
、
簡
潔
な
議
会
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
改

善
で
き
る
も
の
は
改
善
し
、
よ
り
よ
い
議

会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

議会運営委員会　
期　間　　６月29日～30日
場　所　　神奈川県三浦市議会
項　目　　三浦市の議会運営について

　
議
会
だ
よ
り
以
外

に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
力
を
入
れ
、
議
会

広
報
の
充
実
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
伊
東

市
議
会
を
視
察
研
修

し
て
き
ま
し
た
。

●
発
行
コ
ス
ト
の
削
減

　
伊
東
市
議
会
で
は
、

市
民
の
、
市
議
会
活

動
に
対
す
る
理
解
と

協
力
を
深
め
る
た
め
、

昭
和
49
年
に
「
い
と

う
市
議
会
だ
よ
り
」
を
創
刊
し
、
現
在
１

２
９
号
ま
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
定
例
会

ご
と
に
年
４
回
発
行
し
て
お
り
、
行
政
協

力
委
員
（
町
内
会
役
員
）
を
通
じ
て
、
「
広

報
い
と
う
」
と
と
も
に
各
世
帯
に
配
布
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
市
広
報
誌
の
間

に
折
り
込
む
こ
と
で
、
従
前
よ
り
約
20
万

円
の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
だ
よ
り
は
、
『
議
会
報
編
集
委
員

会
』
で
掲
載
欄
に
つ
い
て
協
議
を
し
、
そ
れ

に
基
づ
き
事
務
局
が
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
掲
載
す
る
質

問
項
目
は
１
つ
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
質
問

は
項
目
の
み
を
掲
載
し
、
第
１
質
問
と
第

１
答
弁
を
要
約
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
い

ま
し
た
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　
新
し
い
議
会
広
報
の
媒
体
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
市
議
会
だ
よ
り

に
掲
載
出
来
な
か
っ
た
情
報
も
詳
細
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

随
時
情
報
を
更
新
で
き
る
の
で
、
常
に
最

新
の
情
報
を
市
民
に
届
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
入
手
が
増
加
し
て
い
る
現
在
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
情
報
提
供
形
態
の
必
要
性

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
の
成
果
を
今
後
の
広
報

活
動
に
生
か
し
、
市
民
に
「
親
し
み
や
す
い
」

「
分
か
り
や
す
い
」
広
報
紙
を
作
れ
る
よ
う
、

よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

広報委員会　

議会運営委員会　

広報委員会
期　間　　７月５日～６日
場　所　　静岡県伊東市議会
項　目　　議会広報について　

　各委員会では、付託された議案
等の審査や所管する事項の諸問題
について調査を行っています。

委員会
レポート
～事務調査報告～

委員会
レポート
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９月
　　  4日�経済委員会

　　　　 総務委員会

　　  5日�建設委員会

　　　　  教育厚生委員会

　　  6日�議会運営委員会

　　  8日�全員協議会

　　11日�行財政改革研究会

13～26日 第３回定例会

　　20日�麻生地区決算特別委員会

　　21日�北浦地区決算特別委員会

　　22日�玉造地区決算特別委員会

　　26日�広報委員会

７月
5～6日�広報委員会事務調査

　18日 県北鹿行市議会議長会定例会

　19日�広報委員会

　20日�教育厚生委員会

　　　 総務委員会

　　　 行財政改革研究会

　21日�議会運営委員会

　24日�経済委員会事務調査

　27日�第２回臨時会

　28日�鹿行広域事務組合臨時会

８月
  4日�教育厚生委員会

　　  議会運営委員会

10日�全員協議会

　　 第３回臨時会

23日�行財政改革研究会

24日�議会運営委員会

31日�委員長会議

　　 第４回臨時会

議　会　日　誌議　会　日　誌

議会トピックス

　
９
月
13
日
、
総
務
委
員
会
で
結
成
さ
れ
た

行
財
政
改
革
研
究
会
か
ら
市
長
へ
、
『
行
財

政
改
革
研
究
会
結
果
報
告
書
』
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
研
究
会
は
、
簡
素
で
効
率
的
・
効
果
的

な
行
方
市
の
行
政
体
制
が
早
急
に
整
備
さ
れ

る
よ
う
、
行
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
策
定
の
段
階
で
、
広
く
意
見
を
集
約
し

て
、
提
言
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
提
言
し
た
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
を
掲
載
）

市
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
財
政
改
革
研
究
会
か
ら
市
長
へ
提
言

行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定
へ
の
提
言

・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
は
、
項
目
ご
と
に
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

・
職
員
の
適
正
化
計
画
に
の
っ
と
り
、
定
数
を
削
減
す
る
。
新
規
採
用
に
あ

た
っ
て
は
、
有
資
格
者
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
採
用
を
行
う
こ
と

　
自
然
減
に
頼
る
こ
と
な
く
、
勧
奨
等
を
取
り
入
れ
た
純
減
を
す
る
こ
と

・
職
員
の
意
識
改
革
を
は
か
る
こ
と

・
給
与
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
行
う
こ
と

・
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
う
こ
と

・
議
員
定
数
、
農
業
委
員
定
数
、
そ
の
他
諸
団
体
等
の
見
直
し
、
改
革
を
行

う
こ
と

・
白
帆
荘
、
北
浦
荘
、
天
竜
荘
に
つ
い
て
は
、
完
全
見
直
し
で
、
早
急
に
結

論
を
出
す
こ
と

・
教
育
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

・
行
方
市
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
統
一
・
一
体
化
を
早
急
に
は
か
る
こ
と

・
各
種
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
は
か
る
こ
と

正
副
委
員
長
が
変
更
に
な

り
ま
し
た

　
宮
内
守
氏
の
議
員
辞
職
に
伴
い
、

教
育
厚
生
委
員
会
委
員
長
、
副
委

員
長
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
委 

員 

長
　
高
木
　
正

　
副
委
員
長
　
椎
名
政
利

●

議

員

の

辞

職

●

坂
本
　
一
郎
氏（
建
設
委
員
）

　
平
成
18
年
８
月
30
日
付
辞
職

　
在
職
期
間
‥
２
期
６
年
８
カ
月

　（
平
成
12
年
１
月
１
日
か
ら
）

宮
内
　
　
守
氏（
教
育
厚
生
委
員
長
）

　
平
成
18
年
９
月
１
日
付
辞
職

　
在
職
期
間
‥
３
期
10
年
５
カ
月

　（
平
成
８
年
４
月
１
日
か
ら
）

　
両
氏
は
、
町
・
市
政
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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稲
刈
り
も
終
わ
り
、
一
息

つ
い
て
い
る
今
日
こ
の
頃
か

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
や
や
不
作
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、皆
様
の
と
こ
ろ
は
い
か
が

で
し
た
か
。

　
さ
て
、
行
方
市
も
合
併
し
て
１
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
先
日
の
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成
17
年
度
の
決
算
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
様
々
な
と
こ
ろ
に
、
ま
だ
ま
だ
旧
３

町
の
垣
根
が
残
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
少
し
づ
つ
低
く
し
て
、
早
く
取
り
除

く
よ
う
に
、
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
合
併
し
て
不
便
に
な
っ
た
」
と
か

「
良
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
何
も
な
い
」
と
い
う

声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
財
政
難
の
折
、
要
望
に
応
じ
て
い
く
の
は
、

困
難
な
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

皆
様
と
共
に
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
、
少
し

で
も
早
く
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
ら

れ
る
行
方
市
を
創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
次
回
の
定
例
会
は
、
12
月
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
庄
司
茂
美
）

　 

広
報
委
員
会
　
　
　
　

　
　 

委  

員  

長
　
寺
内 

泰
俊
　
　
　
　
　

　
　 

副
委
員
長
　
松
兼 

幸
蔵
　
　
　
　
　

　
　 

委
　
　
員
　
平
塚 

文
雄
　 

塚
本 

泰
雄

　
　
　
　
　
　
　 

根
崎 

勇
三
　 

宮
内
　 

正

　
　
　
　
　
　
　 

吉
藤 

惠
一
　 

庄
司 

茂
美

　
　
　
　
　
　
　 

小
林
　 

久

編
　
集
　
後
　
記

根
　
崎
　
良
　
文

（
西
蓮
寺
）

原
　 

喜 

美 

子

（
山
　
田
）

鈴
　
木
　
啓
　
一

（
五
町
田
）
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先
日
、
知
り
合
い
か
ら
誘
わ
れ
て
、
行

方
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
設

立
総
会
に
参
加
を
し
ま
し
た
。「
ど
ん
な
方
々

が
参
加
な
さ
る
の
か
な
ー
？
」
と
思
い
な

が
ら
の
参
加
で
し
た
が
、
麻
生
・
玉
造
・

北
浦
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
多
数

参
加
さ
れ
て
お
り
、
行
方
市
全
体
で
は
こ

ん
な
に
多
勢
の
仲
間
が
い
る
ん
だ
な
あ
ー･･･

と
い
う
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

旧
他
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
は
一
言

の
会
話
も
な
く
、
帰
り
の
車
の
中
で
何
か

淋
し
い
思
い
を
も
味
わ
い
ま
し
た
。
や
は

り
、
同
じ
市
民
意
識
を
も
っ
て
会
話
を
弾

ま
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
こ
れ
か
ら

で
あ
り
、
み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
な

か
で
育
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
方
市
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
面
や
す
べ
て
に
お

い
て
、
旧
三
町
民
意
識
か
ら
早
く
抜
け
出

し
て
同
じ
市
民
と
し
て
う
ち
と
け
合
い
、

誰
で
も
が
心
通
い
合
う
和
や
か
な
行
方
市

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

行
方
市
に
望
む
こ
と

行
方
市
に
よ
せ
る
想
い

行
方
市
に
よ
せ
る
想
い

　
新
し
い
市
誕
生
か
ら
一
年
と
二
カ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
市
政
を
司
る
三

役
も
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
役
所
の
役

割
分
担
、
配
置
に
も
少
し
づ
つ
慣
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
私
達
市
民
は
と
い
い
ま

す
と
、
別
段
変
わ
る
事
無
く
日
々
の
営
み

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
人
口
約
４
万
人
、
う
ち
有
権
者
数
３
万

３
千
人
、
つ
ま
り
19
歳
以
下
は
７
千
人
と
、

高
齢
化
が
進
み
（
日
本
全
国
同
様
の
よ
う

で
す
が
）
日
中
は
高
齢
者
の
方
が
多
く
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
地
区
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
風
光
明
媚
な
行
方
市

で
何
事
も
無
く
、
平
和
に
安
心
し
て
生
活

が
出
来
る
事
が
一
番
良
い
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
一
部
に
偏
ら
ず
誰
に
も
等
し
く

行
政
の
目
の
届
い
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
各

世
代
で
今
後
も
格
差
の
無
い
教
育
や
、
福

祉
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

　
私
達
市
民
は
、
行
方
市
（
行
政
）
が
、

何
を
し
て
く
れ
る
の
か
で
は
な
く
、
行
方

市
（
郷
土
）
の
た
め
に
何
が
出
来
る
の
か
、

何
を
す
れ
ば
良
い
か
を
時
々
思
い
な
が
ら
、

た
ま
〜
に
は
実
践
し
て
日
々
を
送
る
事
が

出
来
れ
ば
、
こ
の
自
然
豊
か
な
行
方
市
が

益
々
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
『
人
生
わ
ず
か
50
年
』
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
、
そ
の
年

齢
に
ま
も
な
く
到
達
す
る
こ
の
時
期
に
、

太
平
洋
戦
争
終
戦
ま
で
の
半
世
紀
、
日
本

が
統
治
し
た
台
湾
に
行
く
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
街
の
随
所
に
大
正
期

や
昭
和
初
期
の
建
築
物
を
散
見
す
る
こ
と

が
で
き
、
異
国
の
地
に
お
い
て
、
戦
前
の

美
し
い
日
本
へ
の
郷
愁
さ
え
も
強
く
感
じ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
市
も
半
世
紀
慣
れ
親
し
ん

だ
町
か
ら
巣
立
ち
、
誕
生
か
ら
は
や
一
年

を
経
過
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
よ
り
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
に
目

を
向
け
、
『
こ
こ
に
し
か
な
い
』
眠
れ
る

財
産
・
宝
物
を
見
い
出
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
美
し
い
国
づ
く
り
も
、
こ

れ
ら
の
豊
か
な
故
郷
づ
く
り
の
も
と
に
成

り
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
近
隣
の
百
里
か
ら
夢
を
乗
せ

た
一
番
機
が
飛
び
立
ち
ま
す
。
外
国
人
が

西
蓮
寺
の
苔
む
し
た
石
段
を
登
っ
て
い
く

姿
を
見
か
け
る
時
が
、
ま
た
到
来
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
50
年
『
い
つ

で
も
夢
を
』
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

市　 民　 の　 声
～行方市によせる想い～
市　 民　 の　 声
～行方市によせる想い～

く
　
に


